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受賞対象となった研究業績 

「ゲノム機能発現におけるクロマチンの構造基盤の解明」 

クロマチンは真核生物のゲノムの本体であり、その構造変動により転写、DNA修復、複製、組換えを制御す

ることで、多細胞生物の発生・分化のエピジェネティックな制御の根幹を担っている。クロマチン構造を調

節する因子群を含む、多種多様なクロマチンを試験管内で再構成する高度な技術を独自に確立し、構造生物

学と融合させることで、ゲノム機能を制御するために必要なクロマチン構造変換の仕組みを立体構造から解

明する道を切り拓いた。特筆すべきは、転写反応中の RNAポリメラーゼⅡ‐ヌクレオソーム複合体のスナッ

プショット構造群をクライオ電子顕微鏡により世界で初めて可視化し、ブラックボックスであったクロマチ

ン上での転写機構の根幹を解明したことである。さらに、クロマチンによる自然免疫の DNAセンサーcGASの

不活性化機構を解明し、自然免疫の中心的な問いである自己と非自己 DNAを区別する仕組みを明らかにした。

基礎生物学の理解への貢献はもとより、医学薬学の分野においてエピゲノム創薬の基盤をも提供することが

期待される、世界を牽引する独創的な研究業績である。 


